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新
た
な
議
会
構
成
決
ま
る

　
第
２
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
投
票
に
よ
り
議
長
に
古
川
雅
一
議
員
、
副
議
長
に
寺
町
祥
江
議
員

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
運
営
委
員
会
、
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
の
新
た
な
議
会

構
成
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
議
長
と
い
う
重
責
を
担
う
こ
と
と
な

り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
公
正
公
平

な
議
会
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
議
会
が
市
民

に
と
っ
て
身
近
な
存
在
と
な
る
よ
う
、
活
発
な
議

論
と
信
頼
で
き
る
議
会
づ
く
り
に
全
力
で
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
山
県
市
は
自
然
が
豊
か
な
ま
ち
で
す
。
訪
れ
た

方
が
ま
た
来
た
い
、
山
県
市
に
住
み
た
い
と
思
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
副
議
長
と
い
う
重
責
を
託
し
て
い
た

だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
議
会
が
果
た
す
べ
き
役
割
の
大
き

さ
と
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
声
の
重
み

を
、
日
々
実
感
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
地
域
課
題

の
複
雑
化
が
進
む
今
だ
か
ら
こ
そ
、
多
様
な
視
点

か
ら
議
論
を
重
ね
、
よ
り
良
い
政
策
へ
つ
な
げ
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
活
発
で
建
設
的
な
議
論
が
で
き
る
環
境
づ
く
り

や
、
議
会
全
体
の
機
能
向
上
に
力
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。

議会改革調査特別委員会
◎寺町 祥江 ○武藤 行儀 武藤 孝成 𠮷田 茂広

山崎 通 操 知子 加藤 義信 奥田 真也
田中 辰典 吉田 昌樹 川島 亜也 河合 雅俊

予算決算特別委員会 ◎加藤 義信 〇奥田 真也 ※全議員で審議しています
議会報編集委員会 ◎寺町 祥江 〇川島 亜也 加藤 義信 吉田 昌樹 河合 雅俊

岐北衛生施設利用組合議員
（山県市選出）

川島 亜也
（議会選出） 古川 雅一 寺町 祥江 山崎 通 吉田 昌樹

議　会　運　営　委　員　会

総　務　産　業　建　設　委　員　会

厚　生　文　教　委　員　会
操 知子川島 亜也 加藤 義信 ○河合 雅俊

◎𠮷田 茂広武藤 行儀

奥田 真也

奥田 真也 山崎 通

武藤 孝成

〇武藤 孝成

𠮷田 茂広 ○吉田 昌樹 ◎山崎 通

■

正
副
議
長　
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

議
長

　
古
川
　

雅
一

副
議
長

　
寺
町
　

祥
江

議
選
監
査
委
員

　
田
中
　

辰
典

◎委員長
○副委員長

◎武藤 行儀古川 雅一

古川 雅一田中 辰典 寺町 祥江
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◆ 令和 8 年　第 2 回臨時会◆ 令和 8 年　第 2 回臨時会
● 専決処分案件
承第 2号 山県市税条例の一部を改正する条例の専決処分について 承認（全会一致）

承第 3号 令和 7 年度山県市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 3 号）の専決
処分について 承認（全会一致）

承第 4号 山県市国民健康保険税条例等の一部を改正する条例の専決処分につ
いて 承認（全会一致）

● 人事案件
議第34号 山県市公平委員会委員の選任同意について 同意（全会一致）

議第35号 山県市教育委員会委員の任命同意について 同意（全会一致）

議第36・37号 山県市高富財産区管理委員の選任同意について 同意（全会一致）

議第40号 山県市監査委員の選任同意について 同意（全会一致）

● 予算案件
議第38号 令和 8 年度山県市一般会計補正予算（第 1 号） 可決（全会一致）

● その他案件
議第39号 財産の取得について 可決（全会一致）

● 委員会提出案件
発議第 2号 特別委員会の設置に関する決議について 可決（全会一致）

◆ 令和 8 年　第 2 回定例会◆ 令和 8 年　第 2 回定例会
● 条例案件
議第41号 山県市税条例の一部を改正する条例について 継続審査

議第42号 山県市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

議第44号 山県市総合計画審議会条例等の一部を改正する条例について 可決（全会一致）

● 予算案件
議第43号 令和 8 年度山県市一般会計補正予算（第 2 号） 可決（全会一致）

議案の審議結果

第２回 臨 時 会

5月11日

専決処分案件� 3件
人事案件� 5件
予算案件� 1件
その他案件� 1件
委員会提出案件�1件

第 2 回 定 例 会
6月1日～ 22日

（22日間）

条例案件� 3件
予算案件� 1件
議員提出案件� 1件
報告案件� 3件
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賛否が分かれた議案

議案番号
議
決
結
果

河
合
雅
俊

川
島
亜
也

吉
田
昌
樹

武
藤
行
儀

田
中
辰
典

奥
田
真
也

寺
町
祥
江

古
川
雅
一

加
藤
義
信

操
　
知
子

山
崎
　
通

𠮷
田
茂
広

武
藤
孝
成

発議第 3号 可決 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ － ○ ● ○ ○ ○
※ ○は賛成、●は反対。なお、議長は採決には加わらない。

● 議員提出案件
発議第 3号 山県市ピッコロ療育センターの今後のあり方に関する決議 可決（賛成多数）

● 報告案件
報第 3号 令和 7 年度山県市一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について －

報第 4号 令和 7 年度山県市水道事業会計予算繰越計算書の報告について －

報第 5号 山県市土地開発公社経営状況の報告について －

採決にあたっての主な討論

発議第 3号 山県市ピッコロ療育センターの今後のあり方に関する決議

賛成討論
　法的拘束力のない決議を出す以外にも、特別委員会を設置し調査研究ができる状態にする方法や条例
改正案を提出する方法、ピッコロ療育センターの移転に関して白紙にする方法もあると全員協議会で発言
した。しかし、丁寧な説明によって決議を越えた内容であったと感じた。今後の展開に大いに期待し、賛
成する。

賛成討論
　ピッコロ療育センターの移転に関して、保護者から設備面や支援体制を含め、療育環境に対する不安の
声が上がっている。療育を必要とする子どもたちや保護者にとって、療育環境は日常生活に直結する重要
なものであるため、そのあり方を検討する際には、当事者への説明や意見聴取、十分な議論が必要不可
欠である。利用者や保護者、職員、専門職など、多様な立場の声を踏まえながら、今後の療育環境につ
いて十分な議論と検証を行う必要があると考え、賛成する。

反対討論
　本決議案の「移転ありきではなく」、「民間活力の活用などを含め」という点について本会議で質疑をした。
しかし、「民間活力の活用などを含め」という点については、当該施設の現状や役割に照らして決議案の意
向に賛成できないため、反対する。

ハラスメント防止等に関する条例施行に伴う研修を受講しました

　山県市ハラスメントの防止等に関する条例が令和 8年第
1回定例会で可決され、令和 8年 3月 24日に施行されま
した。これを受け、6月 19日（金）に執行部と合同で条例
施行に伴う研修を受講しました。
　ハラスメントを防止するためには、放置せず組織で介入
することが大切であるとの説明があり、条例の趣旨や規定
の解説等の講義を受けました。
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委
員
会
報
告

　
各
委
員
会
で
、
付
託
さ
れ
た
議
案
を
そ
れ
ぞ
れ
審
査
し

ま
し
た
。
主
な
質
疑
と
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
産
業
建
設
委
員
会

【
議
第
42
号
】
山
県
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

Q
過
去
に
本
条
例
に
基
づ
く

公
務
災
害
補
償
が
適
用
さ
れ
た

事
例
は
あ
る
か
。

🅰
令
和
４
年
度
に
２
件
、
合

計
約
６
万
７
３
０
０
円
を
療
養

補
償
し
て
い
る
。

Q
公
務
災
害
の
発
生
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
ど
の
よ
う
な
安

全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
。

🅰
訓
練
時
か
ら
事
故
が
起
き

な
い
よ
う
、
機
器
等
の
取
り
扱

い
や
訓
練
の
教
育
を
行
っ
て
い

る
。
夏
季
は
、
熱
中
症
対
策
も

訓
練
に
加
え
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
訓
練
に
よ
り
、
有
事
に
お
け

る
労
働
災
害
の
リ
ス
ク
軽
減
に

つ
な
げ
て
い
る
。

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

▼
全
会
一
致

　
　
議
第
42
号
、
議
第
44
号

採
決
の
結
果

厚
生
文
教
委
員
会

【
議
第
41
号
】
山
県
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

Q
暗
号
資
産
の
保
持
者
が
増

加
し
て
お
り
、
売
却
な
ど
で
課

税
対
象
者
も
増
加
し
て
い
る
と

考
え
る
が
、
対
象
者
の
状
況
は

ど
の
よ
う
か
。

🅰
国
内
の
暗
号
資
産
交
換
業

者
に
よ
る
口
座
開
設
数
は
、
延

べ
１
２
０
０
万
口
座
を
超
え
て

い
る
。
ま
た
、
利
用
者
預
託
金

残
高
は
５
兆
円
以
上
に
達
し
て

お
り
、
投
資
経
験
者
の
暗
号
資

産
の
保
有
割
合
は
、約
７
．３
％

で
あ
る
。

【
発
議
第
３
号
】
山
県
市
ピ
ッ
コ
ロ
療
育
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る
決
議

Q
利
用
者
や
保
護
者
に
対
す

る
丁
寧
な
説
明
や
意
見
聴
取

は
、
ど
の
よ
う
に
行
う
こ
と
を

求
め
て
い
る
か
。

🅰
特
定
の
方
法
に
限
定
し
て

い
な
い
。
施
設
の
今
後
の
方
向

性
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
、

利
用
者
等
の
考
え
方
や
思
い
を

十
分
に
伺
う
機
会
を
設
け
る
こ

と
が
重
要
と
考
え
て
い
る
。

Q
利
用
者
や
保
護
者
だ
け
で

な
く
、
現
場
職
員
や
専
門
職
、

議
会
も
協
議
の
場
に
参
加
す
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
か
。

🅰
具
体
的
な
組
織
形
態
を
定

め
る
も
の
で
は
な
く
、
多
様
な

立
場
か
ら
意
見
交
換
や
検
討
を

行
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

Q
民
間
の
施
設
に
な
る
と
、

今
ま
で
ど
お
り
の
療
育
の
質
の

維
持
や
安
全
性
の
確
保
、
保
健

師
等
の
市
職
員
の
関
与
や
連
携

が
続
か
な
い
の
で
は
と
考
え
る

が
、
民
間
活
力
の
活
用
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
求
め
て
い
る

か
。

🅰
施
設
運
営
を
民
営
化
す
る

こ
と
や
民
間
事
業
者
へ
移
管
を

意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
外

部
の
専
門
職
や
関
係
機
関
と
適

切
に
連
携
す
る
こ
と
で
、
施
設

全
体
の
支
援
を
充
実
さ
せ
、
質

を
高
め
て
い
く
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

▼
全
会
一
致

　
　
発
議
第
３
号

閉
会
中
の
継
続
審
査
を
申
し
出
る
こ
と
に
決
定
。

▼
全
会
一
致

　
　
議
第
41
号

予
算
決
算
特
別
委
員
会

【
議
第
43
号
】
令
和
８
年
度
山
県
市
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）

Q
生
活
扶
助
費
１
０
０
４
万 

４
千
円
の
内
容
は
。

🅰
対
象
者
１
６
２
人
へ
の
生

活
保
護
費
の
遡
及
支
給
分
を
予

算
計
上
し
て
い
る
。
年
齢
や
世

帯
人
数
、
生
活
保
護
の
受
給
時

期
、
障
が
い
者
加
算
な
ど
に
よ

り
給
付
金
額
は
個
別
に
異
な
る

が
、
国
の
計
算
ツ
ー
ル
に
よ
り

試
算
し
、
一
人
あ
た
り
平
均

６
万
２
千
円
を
予
算
根
拠
と
し

た
。

Q
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判
の

判
決
で
、
国
が
根
拠
と
し
た
デ

フ
レ
調
整（
マ
イ
ナ
ス
４
．

78
％
）が
違
法
と
さ
れ
た
。
厚

労
省
は
、新
た
な
水
準
調
整（
マ

イ
ナ
ス
２
．
49
％
）を
根
拠
に

再
計
算
し
た
が
、
本
市
は
水
準

調
整
を
基
に
し
た
計
算
方
法

か
。

🅰
原
告
以
外
に
対
し
て
は
、
原

告
と
同
じ
よ
う
に
満
額
支
給
す

る
考
え
は
な
い
。
本
市
は
、
デ

フ
レ
調
整
と
新
た
な
水
準
調
整

と
の
差
額
を
基
に
計
算
し
た
。

原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

▼
全
会
一
致

　
　
議
第
43
号

採
決
の
結
果

採
決
の
結
果
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所管事務調査報告
総務産業建設委員会（6月11日）
北部地域観光魅力化事業	 （文責　河合 雅俊）

　令和 8年 3月にオープンした山県アウトドアツーリズムセン
ターは、自然体験アクティビティの発信や周遊観光案内の拠点と
して運営されている。開館から 3カ月で 1,709 名が来館し、地域
の特産品の委託販売も好評とのことであった。
　今夏は、周辺に川遊びやバーベキューをする人が多く訪れるこ
とが予測されるため、現地での利用マナーやルールの周知を徹底
し、持続可能な地域観光の発展を目指す予定である。

富岡橋架け替え工事状況	 （文責　武藤 行儀）

　富岡橋の架け替え工事は令和 3年度に着工され、令和 7年度に
橋台が完成した。現在は上部工が概ね完成し、今後の道路工事が
順調に進むと、今年度冬頃には車道の開通が予定されている。車
道開通後は仮橋を撤去し、歩道の整備が行われる予定である。
　本事業により、富岡橋東西取付道路の勾配が改善され、視認性
および安全性の向上が期待される。また、鳥羽川の東西における
交通の円滑化が図られ、地域全体の利便性向上が期待される。

厚生文教委員会（6月12日）	 （文責　山崎 通）

トレーニングジムまるごと DX 事業	
　市総合体育館のトレーニングジムの利用者の利便性や満足度の
向上を図るため、AⅠカメラを導入した。これにより室内の混雑状
況をリアルタイムで配信することができ、利用者はどこでも確認
することができるため、効率的なジムの利用が可能となった。ま
た、AⅠカメラは倒れている人や動かない人を検知すると職員に通
知するため、迅速な救護体制が構築された。

PPA モデル太陽光発電設備等設置事業
　PPAモデル導入事業補助金等を活用し、保健福祉ふれあいセン
ターの南駐車場にソーラーカーポートを設置した。再生可能エネ
ルギーを導入するとともに、来訪者の利便性の向上につながった。
年間の予想発電量は 82,707kWhで、市役所とふれあいセンター
の使用電力量の 16.4％分を賄うことになり、二酸化炭素の削減に
寄与している。

▲山県アウトドアツーリズムセンター

▲工事中の富岡橋

▲市総合体育館　トレーニングジム

▲保健福祉ふれあいセンター南駐車場
　ソーラーカーポート
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9
人
の
議
員
が
市
政
を
問
う

寺町 祥江 寺町 祥江 議員議員

一
般質

問

山崎 通 山崎 通 議員議員

	

Q	

市
職
員
へ
の
暴
力
や
罵

声
を
浴
び
せ
る
行
為
、
謝
罪

の
要
求
な
ど
、
理
不
尽
な
迷

惑
行
為
で
あ
る
カ
ス
ハ
ラ

は
、
職
務
の
執
行
を
妨
げ
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
公
務
員

は
全
体
の
奉
仕
者
と
い
う
立

場
上
、
一
方
的
な
無
視
は
困

難
で
あ
る
。
条
例
を
作
成

し
、
市
職
員
が
安
心
し
て
働

け
る
環
境
の
構
築
が
肝
要
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
は
。

	

A	

本
市
で
は
、
市
役
所
本

庁
舎
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
、
警
察
官
Ｏ
Ｂ
を
市
職
員

と
し
て
採
用
、
市
顧
問
弁
護

士
と
の
連
携
体
制
の
構
築
等

に
よ
り
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
に
向
け
た
対

策
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
令

和
８
年
３
月
に
市
庁
舎
管
理

規
則
を
改
正
し
、
無
断
撮
影

や
録
音
等
を
禁
止
行
為
と
し

て
規
定
す
る
と
と
も
に
、
対

応
指
針
を
策
定
し
て
職
員
へ

の
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　

条
例
を
策
定
す
る
こ
と

は
、
市
民
へ
の
制
限
や
罰
則

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え

る
。
ま
ず
は
条
例
よ
り
も
、

職
員
が
カ
ス
ハ
ラ
に
関
す
る

正
し
い
知
識
を
持
ち
、
適
切

に
対
応
で
き
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
。本
市
と
し
て
は
、

現
行
の
規
則
や
指
針
の
運
用

を
通
じ
て
、
職
員
の
安
全
と

公
務
の
適
正
な
執
行
を
確
保

し
つ
つ
、
質
の
高
い
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て

い
く
。

	

Q	

工
事
検
査
室
は
、
公
共

工
事
の
品
質
確
保
や
工
事
成

績
評
定
、
技
術
指
導
を
通
じ

て
技
術
継
承
を
担
う
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
技

術
職
員
不
足
や
イ
ン
フ
ラ
老

朽
化
が
進
む
中
、
工
事
検
査

室
の
役
割
や
こ
れ
ま
で
の
成

果
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
か
。
ま
た
、
品
質
確
保

と
技
術
継
承
の
機
能
を
将
来

に
わ
た
り
維
持
し
て
い
く
た

め
、
ど
の
よ
う
な
体
制
や
仕

組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
か
。

	

A	

公
共
工
事
の
品
質
確
保

は
、
市
公
契
約
基
本
条
例
の

基
本
理
念
に
掲
げ
ら
れ
た
極

め
て
重
要
な
事
項
で
あ
り
、

本
市
で
は
令
和
４
年
度
か
ら

副
市
長
直
轄
の
工
事
検
査
室

を
設
置
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。

　
同
室
で
は
、
原
則
２
０
０　

万
円
を
超
え
る
全
て
の
工
事

を
対
象
に
、
設
計
段
階
で
の

事
前
指
導
か
ら
完
成
検
査
時

の
技
術
的
指
導
に
至
る
ま

で
、
一
貫
し
た
指
導
体
制
を

構
築
し
て
い
る
。
ま
た
、
発

生
し
た
課
題
や
指
導
内
容
を

組
織
内
で
共
有
す
る
こ
と
に

よ
り
、
部
局
を
越
え
た
横
断

的
な
技
術
集
約
拠
点
と
し
て

の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
企
業
の
過
度
な
事

務
負
担
が
地
域
防
災
力
の
向

上
を
阻
害
し
な
い
よ
う
、
書

類
の
簡
素
化
や
技
術
者
の
常

駐
緩
和
を
検
討
す
る
な
ど
、

施
工
環
境
改
善
に
も
配
慮
し

て
い
る
。

　
今
後
の
展
望
と
し
て
、
現

在
は
特
定
職
員
の
知
見
に
依

存
し
て
い
る
側
面
が
あ
る
た

め
、「
属
人
的
な
経
験
」か
ら

「
組
織
的
な
仕
組
み
」へ
の
転

換
を
強
力
に
推
進
し
て
い

く
。
具
体
的
に
は
、
工
事
瑕か

疵し

を
避
け
る
た
め
の
施
工
プ

ロ
セ
ス
・
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

を
標
準
化
し
、
誰
が
担
当
し

て
も
一
定
水
準
の
検
査
や
指

導
が
行
え
る
体
制
を
整
え
る

と
と
も
に
、
客
観
的
で
公
平

な
評
価
体
系
の
確
立
を
目
指

し
て
い
く
。

　
限
ら
れ
た
人
的
資
源
の
中

で
知
見
の
共
有
化
を
さ
ら
に

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
担

当
者
が
変
わ
っ
て
も
機
能
が

維
持
さ
れ
る
体
制
を
強
化
す

る
こ
と
で
、
将
来
に
わ
た
り

安
全
・
安
心
な
公
共
工
事
の

品
質
確
保
に
万
全
を
期
し
て

い
く
方
針
で
あ
る
。

公共工事の品質確保と
技術継承について

Q

組織的仕組みの強化により
技術継承を目指す

A

カスタマーハラスメント
条例について

Q

正しい認識を持ち
カスハラに対応する

A

各
議
員
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
、
一
般
質
問
の
動
画
を
視
聴
で
き
ま
す
。
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奥田 真也 奥田 真也 議員議員

河合 雅俊 河合 雅俊 議員議員

 	

Q-

❶	

令
和
９
年
度
の
保
育

園
統
廃
合
に
向
け
、
ス
ム
ー

ズ
な
移
行
や
保
育
環
境
の
確

保
、
今
後
の
自
然
体
験
保
育

に
対
す
る
考
え
は
。

	

A	

園
児
や
保
護
者
へ
の
影

響
を
抑
え
つ
つ
保
護
者
等
へ

適
切
に
情
報
共
有
を
行
い
、

計
画
的
に
移
行
を
進
め
る
。

自
然
体
験
や
地
域
交
流
な

ど
、
本
市
の
保
育
の
強
み
は

継
続
し
て
推
進
し
、
保
育
士

配
置
を
含
む
体
制
整
備
に
よ

り
安
全
・
安
心
な
保
育
環
境

を
確
保
し
て
い
く
。

 	

Q-

❷	

熊
が
学
校
付
近
に
出

没
し
た
際
、
子
ど
も
た
ち
の

安
心
安
全
を
確
保
す
る
た
め

の
対
応
方
法
は
ど
の
よ
う

か
。

	

A	

市
役
所
で
は
、
保
育
園

や
学
校
等
へ
迅
速
に
情
報
共

有
し
、
警
察
や
猟
友
会
と
連

携
し
て
速
や
か
な
追
い
払
い

を
行
う
。
ま
た
、
防
災
無
線

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
多
角
的
な

情
報
発
信
や
熊
ス
プ
レ
ー
の

緊
急
配
備
、
緊
迫
時
で
の
緊

急
銃
猟
の
検
討
を
行
い
、
安

全
を
確
保
す
る
。

　
学
校
で
は
、
児
童
生
徒
を

校
舎
内
で
待
機
さ
せ
窓
等
の

施
錠
を
行
う
な
ど
、
安
全
確

保
を
最
優
先
に
対
応
を
す

る
。
専
門
家
や
関
係
団
体
と

連
携
し
情
報
整
理
し
た
後
、

授
業
の
継
続
に
つ
い
て
判
断

し
、
保
護
者
へ
登
下
校
時
の

付
き
添
い
等
を
依
頼
す
る
。

近
隣
校
と
は
情
報
共
有
し
、

連
携
対
応
を
行
う
。

 	

Q-

❸	

条
例
制
定
に
伴
う
規

制
、
実
証
実
験
を
ど
の
よ
う

に
実
施
す
る
の
か
。

	

A	

近
年
、
河
川
で
の
迷
惑

行
為
が
多
い
神
崎
川
の
片
狩

地
内
２
カ
所
を
、
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
等
や
花
火
を
禁
止
す

る「
環
境
保
全
区
域
」と
し
て

７
月
中
旬
に
指
定
す
る
予

定
。
条
例
や
河
川
利
用
時
の

マ
ナ
ー
遵
守
に
つ
い
て
、
市

広
報
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
市
内
外

へ
周
知
、
啓
発
を
図
る
。

　
実
証
実
験
は
７
月
か
ら
９

月
ま
で
実
施
し
、
啓
発
看
板

設
置
、
駐
車
場
有
料
化
等
の

路
上
駐
車
対
策
、
仮
設
ト
イ

レ
や
ゴ
ミ
箱
設
置
、
監
視
カ

メ
ラ
運
用
を
行
う
。併
せ
て
、

環
境
保
全
区
域
指
定
を
含
む

各
種
実
態
調
査
や
観
光
来
訪

者
、
地
域
住
民
等
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
も
行
う
。

	

Q	

２
０
４
０
年
頃
に
団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
高
齢
期
を

迎
え
、
医
療
・
介
護
需
要
の

増
加
や
社
会
保
障
費
の
増
大

が
見
込
ま
れ
る
中
、
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
に
よ
り
地
域

保
健
を
支
え
る
人
材
の
不
足

も
懸
念
さ
れ
る
。
こ
う
し
た

課
題
を
踏
ま
え
、
今
後
の
持

続
可
能
な
地
域
保
健
施
策
を

ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く

の
か
。
ま
た
、
そ
の
取
り
組

み
の
成
果
や
行
動
変
容
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
、
改
善
に

つ
な
げ
る
の
か
。

	

A	

本
市
で
は
、
人
口
減
少

や
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が

課
題
で
あ
り
、今
後
は
医
療・

介
護
需
要
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
。
そ
の
た
め
、
健
康
寿

命
の
延
伸
や
重
症
化
予
防
を

軸
と
し
た
予
防
重
視
の
健
康

づ
く
り
が
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
重
要
に
な
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
ま
た
、
生
産
年
齢
人
口
の

減
少
は
、
地
域
医
療
や
介
護

を
支
え
る
担
い
手
不
足
だ
け

で
な
く
、
地
域
活
動
や
健
康

づ
く
り
を
支
え
る
人
材
・
資

源
の
縮
小
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
る
。さ
ら
に
、若
年

層
や
働
き
世
代
を
中
心
と
し

た
健
康
無
関
心
層
へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
十
分
と
は
言
え
ず
、

健
康
格
差
の
拡
大
も
懸
念
さ

れ
る
。
限
ら
れ
た
人
的
資
源

の
中
で
、
効
率
的
・
効
果
的

に
予
防
施
策
を
展
開
す
る
こ

と
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
課
題
を
踏
ま
え
、

第
４
次
山
県
市
健
康
増
進
計

画
で
は
、
ナ
ッ
ジ
理
論
等
の

行
動
科
学
的
手
法
に
加
え
、

Ｄ
Ｘ
や
デ
ー
タ
分
析
に
よ
る

リ
ス
ク
の
可
視
化
、
企
業
や

地
域
と
の
連
携
、
日
常
生
活

の
中
で
自
然
と
健
康
行
動
に

つ
な
が
る
環
境
整
備
な
ど
、

複
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ

り
健
康
無
関
心
層
に
も
届
く

仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
。

ま
た
、
行
動
変
容
ス
テ
ー
ジ

の
変
化
、
健
康
づ
く
り
事
業

へ
の
参
加
状
況
、
情
報
発
信

へ
の
接
触
状
況
、
デ
ジ
タ
ル

ツ
ー
ル
の
活
用
状
況
な
ど
、

結
果
指
標
だ
け
で
な
く
プ
ロ

セ
ス
指
標
や
中
間
指
標
も
組

み
合
わ
せ
て
評
価
し
て
い
く
。

　

進
捗
や
成
果
に
つ
い
て

は
、
市
民
に
分
か
り
や
す
い

形
で
毎
年
度
公
表
し
、
推
進

委
員
会
等
で
の
共
有
に
加

え
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
紙
媒
体
な
ど

多
様
な
広
報
手
段
を
通
じ
て

市
民
が
身
近
に
感
じ
ら
れ
る

よ
う
努
め
、
継
続
的
な
見
直

し
に
生
か
し
て
い
く
。

今後の公立保育園についてQ-❶

保育の強みを維持し、体制整備を進めるA

学校における鳥獣対策についてQ-❷

安全確保のため迅速に対応するA

美山北部地域のオーバーツーリズム対策についてQ-❸

環境保全に向け効果的な対策を行うA

2０４０年問題を見据えた
持続可能な地域保健について

Q

実情に併せ多面的に
推進していく

A
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操 知子 操 知子 議員議員

武藤 行儀 武藤 行儀 議員議員

	

Q	

し
び
り
川
流
域
や
鳥
羽

川
流
域
で
、
農
地
や
低
地
部

を
活
用
し
た
分
散
型
流
域
治

水
を
進
め
る
考
え
は
あ
る

か
。

	

A	

近
年
の
局
地
的
豪
雨
な

ど
に
よ
り
道
路
冠
水
等
が
発

生
し
て
い
る
中
、
分
散
型
流

域
治
水
は
流
域
治
水
の
有
効

な
方
法
の
一
つ
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

し
び
り
川
流
域
は
外
水
氾
濫

に
起
因
し
や
す
い
が
、
周
辺

に
は
農
地
な
ど
の
低
地
部
が

広
が
っ
て
い
る
た
め
、
一
定

の
遊
水
機
能
を
有
し
て
い
る

と
考
え
て
い
る
。
鳥
羽
川
流

域
は
、
鳥
羽
川
と
椎
倉
川
の

合
流
付
近
を
含
む
伊
佐
美
地

内
の
一
部
で
、
大
雨
時
に
河

川
水
位
が
上
昇
す
る
と
内
水

排
除
が
困
難
と
な
り
、
冠
水

が
発
生
す
る
場
合
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
流
域
治
水

の
推
進
は
、
集
水
域
か
ら
氾

濫
域
に
至
る
流
域
全
体
を
対

象
に
、
国
や
県
、
市
、
企
業
、

市
民
が
協
働
し
、
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
総
合
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

	

Q	

活
動
組
織
の
な
い
地
域

や
担
い
手
不
足
地
域
で
市
独

自
の
支
援
制
度
を
検
討
し
、

田
ん
ぼ
ダ
ム
導
入
を
推
進
す

る
考
え
は
あ
る
か
。

	

A	

梅
原
地
内
の
高
田
・
七

日
市
は
伊
自
良
川
下
流
の
低

地
部
で
、
豪
雨
被
害
を
経
験

し
た
地
域
で
あ
る
。
田
ん
ぼ

ダ
ム
は
、
雨
水
を
一
時
的
に

保
水
し
、
水
路
へ
の
急
激
な

流
入
を
遅
ら
せ
る
効
果
が
あ

る
。
土
地
所
有
者
や
営
農
者

の
意
向
や
設
備
投
資
の
要
望

が
あ
れ
ば
導
入
可
能
と
考
え

ら
れ
る
が
、
梅
原
地
内
に
は

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を

受
け
る
活
動
組
織
が
あ
り
、

制
度
を
承
知
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
鳥
羽
川
流
域
の
農

地
活
用
も
重
要
で
あ
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。
田
に
は

一
定
の
浸
透
・
貯
留
機
能
が

あ
る
た
め
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
に

つ
い
て
は
、
土
地
所
有
者
や

営
農
者
か
ら
問
い
合
わ
せ
が

あ
れ
ば
制
度
の
説
明
を
し
て

い
く
。

	

Q	

近
年
、
地
球
温
暖
化
に

伴
う
気
候
変
動
の
影
響
に
よ

り
、
夏
季
の
気
温
上
昇
は
著

し
く
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
教
育
環
境
は
大
き
く
変

化
し
て
い
る
。
登
下
校
時
や

学
校
生
活
に
お
け
る
暑
さ
対

策
の
取
り
組
み
状
況
と
整
備

方
針
は
。

	

A	
現
在
、
暑
さ
指
数
で
あ

る
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
日
傘
の
使
用
や
下
校
前

の
水
分
摂
取
を
推
奨
、
指
導

し
て
い
る
。
ま
た
、
冷
感
タ

オ
ル
や
ネ
ッ
ク
ク
ー
ラ
ー
等

の
保
冷
用
品
を
保
冷
保
管

し
、
下
校
時
に
使
用
で
き
る

よ
う
令
和
８
年
６
月
に
全
小

中
学
校
に
冷
凍
庫
を
配
備
し

た
。
加
え
て
、
災
害
時
の
避

難
所
と
し
て
の
機
能
強
化

や
、
夏
季
に
お
け
る
授
業
等

で
の
体
育
館
利
用
時
の
安
全

確
保
も
急
務
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
今
年
度
新
た
に
一
部

の
小
学
校
で
体
育
館
の
空
調

設
備
の
設
置
を
予
定
し
て
お

り
、
計
画
的
な
教
育
環
境
の

整
備
を
進
め
て
い
る
。

	

Q	

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
予

防
的
措
置
と
し
て
、
校
内
に

冷
水
機
や
給
水
ス
ポ
ッ
ト
を

設
置
す
る
な
ど
、
安
全
に
飲

料
水
を
補
給
で
き
る
環
境
を

整
備
す
る
考
え
や
、
新
た
な

予
防
的
対
策
は
。

	

A	

猛
暑
を
前
提
と
し
た
学

校
運
営
を
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
時
代
に
な
り
、
当
た

り
前
に
冷
水
を
飲
め
る
ス

ポ
ッ
ト
が
校
内
だ
け
で
な
く

地
域
に
も
点
在
し
て
い
た

り
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
が
日
常

的
に
利
用
で
き
る
交
通
環
境

が
で
き
た
り
す
れ
ば
、
子
ど

も
の
安
全
を
地
域
で
守
る
と

い
っ
た「
人
に
優
し
い
社
会
」

が
具
現
で
き
る
の
か
も
し
れ

な
い
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
進

展
を
見
れ
ば
、
ス
マ
ー
ト

ウ
ォ
ッ
チ
が
普
及
し
、
子
ど

も
自
身
の
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
力
を
育
て
る
と
い
っ

た
新
た
な
健
康
教
育
も
遠
く

な
い
と
感
じ
て
お
り
、
具
体

的
な
対
応
が
急
務
で
あ
る
と

認
識
す
る
必
要
が
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。

小学生の通学時及び学校生活
における猛暑対策について

Q

環境整備を推進し、
自己管理力を育てる

A

それぞれの地域に適した
対応を行う

流域治水の推進についてQ
A
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Q-

❶	

自
治
会
活
動
を
持
続

可
能
に
す
る
た
め
、
自
治
会

の
負
担
軽
減
が
必
要
で
あ

る
。
問
題
点
を
整
理
す
る
た

め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

う
考
え
は
。
ま
た
、
委
員
や

役
員
の
就
任
、
募
金
や
寄
附

金
等
の
依
頼
を
見
直
す
考
え

は
。

	

A	
自
治
会
活
動
に
関
す
る

課
題
は
、
各
自
治
会
特
有
の

も
の
が
あ
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
方
法
を
検
討
し
、
進
め

て
い
く
。

　
市
や
関
係
団
体
が
依
頼
し

て
い
る
委
員
や
役
員
へ
の
就

任
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
の

持
続
や
負
担
軽
減
の
た
め
に

見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
た
め
、
役
員
人
数
も
含

め
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

各
自
治
会
固
有
の
役
員
等
に

つ
い
て
も
、
見
直
し
が
必
要

で
あ
る
も
の
と
思
慮
さ
れ

る
。

　
自
治
会
を
活
用
し
た
募
金

や
寄
附
金
の
取
り
ま
と
め
に

つ
い
て
は
、
任
意
で
寄
附
を

行
う
も
の
な
ど
自
治
会
に
よ

り
対
応
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る

た
め
、
関
係
団
体
の
状
況
も

配
慮
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

 	

Q-

❷	

保
育
園
で
の
昼
寝
用

の
コ
ッ
ト
ベ
ッ
ド
は
、
メ
ッ

シ
ュ
素
材
で
通
気
性
が
良

く
、衛
生
的
で
軽
量
で
あ
る
。

導
入
す
る
こ
と
で
保
護
者
は

布
団
を
持
参
す
る
必
要
が
な

く
な
り
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
が
、
市
の
考
え
は
。

	

A	

コ
ッ
ト
ベ
ッ
ド
は
、
通

気
性
が
高
く
、
衛
生
面
や
保

護
者
の
負
担
軽
減
な
ど
、
一

定
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
備

品
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。一
方
で
、導
入
に
あ
た
っ

て
は
園
児
の
安
全
性
や
使
い

や
す
さ
、
保
育
士
が
行
う
準

備
・
片
付
け
・
清
掃
な
ど
の

業
務
負
担
、保
管
ス
ペ
ー
ス
、

運
用
方
法
な
ど
、
実
際
の
現

場
で
の
運
用
を
丁
寧
に
確
認

す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
今
後
の
保
育
園
再

編
も
踏
ま
え
、
ど
の
備
品
が

効
果
的
か
総
合
的
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
た
め
、
園
長

会
等
で
協
議
し
、
他
自
治
体

の
事
例
を
参
考
に
し
な
が
ら

導
入
の
可
能
性
を
研
究
し
て

い
く
。

自治会の加入率の低下と対策についてQ-❶

課題を調査し自治会活動の支援に努めていくA

コットベッドの導入についてQ-❷

多面的に導入の在り方を研究していくA

 	

Q-

❶	

水
質
検
査
結
果
で「
５※

ng
／
Ｌ
未
満
」と
公
表
し
て

い
る
箇
所
を
、
測
定
可
能
な

数
値
ま
で
公
表
す
る
よ
う
変

更
で
き
な
い
か
。

	

A	

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
検
査
結
果

は
、
環
境
省
が
定
め
る

「
50
ng
／
Ｌ
以
下
」を
基
準

に
、
検
査
機
関
か
ら「
５
ng

／
Ｌ
未
満
」と
報
告
さ
れ
た

結
果
を
公
表
し
て
い
る
。
水

質
検
査
項
目
は
、
全
て
環
境

省
の
基
準
に
基
づ
い
て
公
表

し
て
い
る
た
め
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

の
み
例
外
的
に
変
更
す
る
考

え
は
な
い
。
一
方
で
、
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
の
個
別
値

は
１
ng
／
Ｌ
以
上
で
測
定
可

能
で
あ
る
た
め
、
問
合
せ
が

あ
れ
ば
必
要
に
応
じ
て
個
別

に
対
応
す
る
。

※�

１
ng（
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）は
、

10
億
分
の
１
ｇ
。

 	

Q-

❷	

修
学
旅
行
費
の
支
援

と
、
算
数
セ
ッ
ト・彫
刻
刀・

裁
縫
セ
ッ
ト
の
無
償
化
に
対

す
る
考
え
は
。

	

A	

子
育
て
世
帯
の
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
た

無
償
化
策
は
、
就
学
援
助
制

度
に
よ
り
教
育
の
機
会
を
保

障
す
る
教
育
行
政
の
責
任
は

維
持
し
つ
つ
、
市
財
政
と
調

整
し
拡
大
の
方
向
性
を
協
議

す
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
算

数
セ
ッ
ト
な
ど
は
個
人
所
有

で
は
な
く
学
校
の
備
品
管
理

と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

こ
と
や
、
教
材
の
デ
ジ
タ
ル

化
等
、
工
夫
で
き
る
こ
と
に

目
を
向
け
、
公
費
に
よ
る
支

援
の
継
続
性
や
学
習
活
動
に

係
る
事
業
費
な
ど
を
踏
ま

え
、
検
討
し
て
い
く
。

 	

Q-

❸	

住
民
の
個
人
情
報
を

法
令
に
従
っ
て
扱
う
こ
と

や
、
名
簿
提
供
に
応
じ
て
い

な
い
他
の
自
治
体
の
対
応
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

	

A	

名
簿
提
供
の
根
拠
に
つ

い
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
法

や
自
衛
隊
法
で
定
め
ら
れ
て

お
り
、
法
に
基
づ
き
対
応
し

て
い
る
。
ま
た
、
令
和
７
年

３
月
７
日
付
、
令
和
３
年
２

月
５
日
付
の
総
務
省
、
防
衛

省
か
ら
の
通
知
で
は
、「
特

段
の
問
題
を
生
ず
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
」と
さ
れ
て
い

る
。

　
名
簿
提
供
に
応
じ
て
い
な

い
他
自
治
体
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
各
自
治
体
の
判
断
で

あ
る
た
め
回
答
は
差
し
控
え

る
。

水道水における PFAS の検査結果の表示についてQ-❶

PFAS のみ例外的に変更する予定はないA

修学旅行費の支援と教材費無償化の拡大についてQ-❷

財政を考慮し、無償化の方向性を協議するA

自衛官募集対象者情報の提供依頼についてQ-❸

法令等に基づき対応を行っていくA
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Q-

❶	

物
価
高
騰
の
中
、
学

校
給
食
の
質
や
内
容
を
維
持

す
る
た
め
の
工
夫
は
。ま
た
、

給
食
が
届
け
ら
れ
る
ま
で
の

背
景
や
自
校
給
食
の
環
境
を

ど
の
よ
う
に
食
育
に
生
か
し

て
い
く
か
。

	
A	

経
費
削
減
の
た
め
、
食

材
の
選
定
や
献
立
の
調
整
は

進
め
て
い
る
が
、
学
校
給
食

費
の
無
償
化
に
対
す
る
市
民

の
理
解
に
よ
り
、
食
材
の
品

質
や
分
量
を
下
げ
る
こ
と
な

く
、「
社
会
で
支
え
る
学
校

給
食
」が
具
現
で
き
て
い
る

と
捉
え
て
い
る
。
本
市
の
自

校
方
式
に
よ
る
学
校
給
食

は
、
調
理
員
の
仕
事
に
向
き

合
う
姿
や
思
い
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
恵
ま
れ
た
環
境

で
あ
る
。
こ
の
環
境
や
毎
日

の
給
食
が
、
当
た
り
前
の
も

の
で
は
な
い
こ
と
を
広
く
周

知
す
る
た
め
、
毎
月
配
布
し

て
い
る
献
立
表
の
中
に
、
給

食
に
係
る
現
代
的
課
題
や
給

食
を
支
え
て
い
る
人
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
を
掲
載
す
る

等
、
方
策
を
検
討
す
る
。

 	

Q-

❷	

現
在
の
見
守
り
体
制

に
加
え
、
新
た
に
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
導
入
す
る
考
え
は
。

ま
た
、
今
後
は
地
域
共
助
が

重
要
に
な
る
と
考
え
る
が
、

地
域
住
民
を
含
め
た
見
守
り

体
制
づ
く
り
の
可
能
性
は
。

	

A	

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
た
見
守
り
や
安
否
確
認
の

方
法
に
は
、
セ
ン
サ
ー
型
や

カ
メ
ラ
型
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
多

種
多
様
な
選
択
肢
が
広
が
っ

て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

技
術
や
高
齢
者
に
よ
る
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
の
利
用
状
況
、

他
市
の
事
例
に
関
す
る
情
報

収
集
を
行
い
研
究
を
進
め
、

導
入
に
向
け
必
要
な
検
討
を

行
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
見
守
り
体
制
を
強

化
す
る
た
め
、
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
や
地
域
見
守
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
見
守
り
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
に
、
自
営
業
の
人

や
在
宅
時
間
の
長
い
住
民
な

ど
地
域
の
変
化
に
気
づ
き
や

す
い
人
に
協
力
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
検
討
す
る
。

学校給食を「当たり前」にしない食育についてQ-❶
学校給食を支える人々の思いを広く伝えるA
高齢者見守り体制についてQ-❷
デジタル技術活用と見守り人数の増強を
検討する

A

　伊自良北小学校 6年生の皆さんが、市役所見学の一
貫として市役所 4階の議会フロアを訪れました。本会
議場だけでなく、全員協議会室や各委員会室、議員控
室などの部屋を見学し、議会の説明を聞きました。
　普段はなかなか入ることのできない議場で、実際に
議長席や議員席、執行部席に座り、議会の雰囲気に少
し緊張した表情を見せながらも興味深く見学していま
した。

　実際に答弁席で発言をして、議員による質問と執
行部による答弁の様子を体験しました。税金の使わ
れ方を含め、議場が市民生活に関わる大切なことを
話し合う場であることを実際の現場で感じてもらい
ました。今回の見学が、議会の役割や山県市のまち
づくりへの関心を深める一助となればと思います。

伊自良北小学校６年生の皆さんが
議場を見学しました （文責：川島 亜也）
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令和 8年第 3回（9月）
議会定例会予定

9月  7日（月） 本会議（開会・提案説明）

14日（月） 本会議（質疑）

17日（木） 総務産業建設委員会

18日（金） 厚生文教委員会

24日（木） 本会議（一般質問）

25日（金） 本会議（一般質問）

29日（火） 本会議（委員長報告・質疑・討論・採決・閉会）

※会議は、原則午前10時から開会します。
※傍聴を希望する場合は、傍聴受付で傍聴券を受
け取り、入場してください。
※日程を変更することもありますので、事前に議会
事務局（22-6840）に問い合わせてください。

■10月 2日（金） 11時～ CCN12
■10月 4日（日） 13時～ CCN11（サブチャンネル）

令和８年第３回（９月）定例会　本会議の提案説明と
一般質問をチャンネル長良川で放送します。

市ホームページで各議員の一般質問の開始時間を
放送日の前日までに公開します。

テレビ放映のお知らせ

議会活動日誌
4月

2日（木） 議会報編集委員会
16日（木） 議会報編集委員会
23日（木） 第109回東海市議会議長

会定期総会

25日（月） 議会運営委員会
26日（火） 全員協議会
27日（水） 第102回全国市議会議長

会定期総会

5月
1日（金） 議会運営委員会
8日（金） 議員協議会
11日（月） 第２回臨時会
12日（火） 中濃十市議会議長会議

12日（金） 厚生文教委員会
17日（水） 本会議（一般質問）
19日（金） ハラスメント防止等に関

する条例施行に伴う研修
22日（月） 厚生文教委員会

議会運営委員会
本会議（委員長報告・質疑・
討論・採決・閉会）

25日（木） 岐北衛生施設利用組合議
会臨時会

6月
1日（月） 第２回定例会本会議（開会・

提案説明）
5日（金） 議会運営委員会
8日（月） 本会議（質疑）

予算決算特別委員会
議会報編集委員会

11日（木） 総務産業建設委員会
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市議会ＨＰ ライブ配信・録画配信
（本会議を視聴できます）

議員表彰（全国市議会議長会・東海市議会議長会）
　山崎通議員、加藤義信議員、古川雅一議員、寺町祥江議員が市議会議員として市政の発展と振興に貢献された功績により、
全国市議会議長会及び東海市議会議長会から表彰状が贈られました。（表彰状の伝達は６月１日に議場で行われました。）

議員20年表彰 議員10年表彰 議員10年表彰 �議員10年表彰
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